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1花粉分稀織鹿⑩

花粉

花粉をめぐる話題

のゆ

(川

長い間つづいたこの講座も終わりの回になった.紙

面の関係で取り上げなくてはならないこともじゅうぶ

んには述べられなかった点もあるがまず一とお1)の知

識は得ていただけたと思う.この辺で少し花粉学を

めぐる話題というものを拾ってみ葛こ&はじょう.こ

の学問が広v'間口をもっているのでいろいろの方面の

思わぬことがうかんでくる､

25.他の天体に生物はいるのが

このごろ新聞紙上で地学関係の記事は扱いかとみる

と少祖からず天文学のことカミのってv'るのに気付く.

たとえば19歳の青年カ茎新しい惑星を発見したり地球か

ら王00億皮㎝もが放たの第10番惑星のこと凌でも話題

になる｡花粉学でもこうした面から他の天体のこと

にふれた人がでてきた｡昨年の5月末閏アジゾナ大学

で開かれた第1回の花粉学会の時のこ&である｡

2員貝に大講座でテレビジ嚢ン･マイク湾ス鴛一プによ

る講演があるというので出かけてみた｡

題はr隅石中から発見窓れ淀脇纂餐晦脇と藻類状体に

ついて｣というのであって講師はジ灘一ジ1クラウス

(G鶯肌駿C.C1aus)とパｰソ淳芝ウ語ナジ(臨rtholo㎜榊

N鵯y)の両氏;であった由

その内容は要するに180トエ938年の間に発見された5

つの隈石そのうちでも炭質物状のものからこれらを検

くえ

徳永重元

出したというので300人はかりの観衆が見守るなかに

テしビジョンの級傲はは藻類状のものがうつし出され

た.たしかにそのものは藻類でありまた胞子である

と思うのだが果たしてそれが隅石の中に元々入ってい

たものかそれとも婁次的についたものかこうした疑

いは幾然桝究宥自身でも検討はされているのだろうが

やは!暗の心の申に問題として残一1･た.

現在の岩石学の知識からいっても他の天体に生物が

いるという証拠は確認されていない1しかしとにかく

花粉学も地下のことばかりでなく宇宙のことにも関係

がでて慈たことは何としても1つの話題である弔

2儘山錫なた⑳かぜは確粉から

5月のよく晴れたある肩私はS大学に丁教授をおと

ずれた､丁先生といえぱかねて元気抵方として知られ

ているのだが今員はさっぱり元気が粗い､

}うか護れ楽し恕か｣とたずねると｢目が痛く鼻

水も出て鰯つ花毛のです｣といわれる.よくきいて

みると毎隼δ凋のころに依るとこうなるのだという

ことである.私の素人診断によると花粉が原因で起

こる花粉病(冴ay童帥er)ではないかと思うのだカミ専門

でも扱いのでそのまま引き下カミるよりほかはない.

こうした病状を示す花粉病というものが肩本人の間で

はひろがっているのだろうか｡こういったことをちょ

っとさぐってみることにしよう､花粉で起こるアレル

ギｰの症状としては鼻か苦発熱じんましんなど

があってとくに米大陸でよく知られている.手許に

細
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ある花粉病の雑誌をみても月ごとにどういう花粉が空

中を飛んでいるかすぐわかるようにたっている.そ

の原因となるのはragweedというブタクサの1種の

花粉でそれがもっともその病気をおこしやすくその

ほかヤナギョモギノ･ンノキの花粉も多少花粉病

の原因となる.米国においてたぜこうしたことがと

くに注意されているのだろうか.それはアメリカの平

野地帯には病気の主原因となるアメリカブタクサが繁

殖しているほかにアメリカ人は一般に体質的にもこれ

に敏感であると考えられているからである.アリゾナ

の南部の高原乾燥地帯にはこうした草が少ないので初

夏から夏へかけてこの花の咲く時期にはこうした所へ

逃げてくる人々も多くアリゾナの高原にはそのために

簡単柱モｰテルカミ立ち並んでいる所さえある.

わが国でも原因不明の発熱抵どのf可%かはこうした

花粉病によるものかもしれ狂い.終戦当時横浜に進駐

してきた米軍の中からも似たような病状を呈する人が多

く出た.そのため医学関係者は空中の花粉をとること

をはじめその集められた結果が発表されている.こ

の横浜アレルギｰ(YokohamaAtheme)には花粉ば

かりで枚く煤煙もかなり影響していることがわかって

その対策に当たったようであった.こうして地中ばか

りでなく空中にもいろいろと研究しなければならないこ

とが多くある.最近では東京タワｰにもうけられた

花粉採集器からいろいろ面白い結果がわかり東邦大

学の幾瀬まさ氏が発表されている､それによると5月

ごろにはマツの花粉など多く樹木の影の少たい東京で

も空中ではずいぶんいろいろ枚ものが飛んでいること

かわかってきた､こうして空中花粉学(Aeropalyno1o･

gy)の分野がやがてわが国でもひらけてくるのが期待

される.

27.花粉をたべる

花粉をしらずに吸いこんでいる人があるかと思うと

一方においては知らずに食べている人もいるヨ

こころみに店先に並べてある蜂蜜の瓶を手にとってみ

る.後をみるとrれんげJrみかん｣などとその鐙が

とられた花の名前が入っている.ところがこうした蜜

の1滴をとって顕微鏡でのぞいてみると他の檎物の花

粉もまたまざっている.それはその筈蜜蜂としては

れんげの花に集まる習性はもっているけれどもその他

の花にとまることもあるはず下ある.足や羽についた

花粉をそのまま蜂蜜の中に入れてしまうこともありうる｡

看板に偽りありというのは売る方で校くて蜂にも責任

はあるようだ.こういう蜂蜜のほか最近流行のロｰ

ヤルゼリｰなども花粉と関係がある.しかしこの方面

は製法にいろいろ特許があって危かなかその詳しいこ

とはわカ･らない.

ところで花粉そのものが栄養になるとすれば当然その

化学的性質が問題となってくる.最近とくに生体中の

アミノ酸などの研究がすすんでいるのでこの花粉の内

容もわかってきた.それによると内容物としてはアミ

ノ酸･炭水化物(澱粉･グルコｰス･その他)を含んでいる.

その上花粉管を出L受精する働きをするためにビタミン

･植物ホノレモンなども含まれているので栄養価も無視

できない.花粉の化学分析の結果ではKMgCa

CuFeSiPなどのミネラルもふくまれている.

だから花粉を食べるということもあながち意味のない

ことではない.

28.世界花粉学名のつどい

最近数年間に大きた学会がたくさんあった.そのう

ちでもとくに盛大だったのは1961年ノ･ワイで行なわれた

第10回太平洋科学会議であろう.この時は約2,500人

はかりの科学者が集まったが3目目の午前に植物分科

会で花粉学のシンポジウムが行なわれた.また1962年

の4月の末には米国アリゾナ州で第1回の国際花粉学

会議が行なわれた.この時は300人ばかりの花粉学者

が集まり初めていろいろの分野における討議が行なわ

れた.こうした機会に得ることのできる利益は論文

の上だけで知っている人々が直接に話しえあるという

ことである.そうしたことをもとにして世界の花粉

学者の横顔ともいうべきものにふれてみよう.

花粉病をもたらす四部アメリカび)ブタクサ�
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まず花粉学の集会に加わっていつも感じるのは女性

の花粉学者が非常に多いことである.

世界の有名な研究者を見わたしてみてもフランスの

自然科学博物館でr花粉と胞子｣誌を編集している

ガムポ夫人(MmevanCampo)ソ連ではとくに大部の

花粉学の論文集を刊行しその編集をしているパクロフ

スカヤ(Pok.ovsk.y｡)女史ザグリンスカヤ(Zakli･

nskay｡)やナウモバ(Navmova)女史などが現在ソ連

における有数の研究者である.

またアメリカでもニュｰジｰランドでも積極的に仕

事をしている人々の中に多くの女性カミいる.とくにア

リゾナにいるクランウェル(Cranwe11)オレゴンにいる

グレイ(Gray)両女史は有名である.わカミ国でもこう

したことをふりかえってみると花粉分類の権威幾瀬

まさ女史をはじめ23の研究者がいる.

花粉学や花粉分析の仕事がとくに綿密さ慎重さを要

求されるために女性向きの研究という本質はやはり否

定できない.将来わが国にも女性研究者が続々あらわ

れるのを期待しているのは私1人では放いだろう.

花粉学の世界のつどいでこのほかにもいくっか感じ

たことがあった.まず研究者がよく自分の講演につい

てこなしていてそのスライドなどの使用法がたくみで

あるということである.私たちは講演というと数目

前から白い大きな紙にデカデカと表や図をかくのだが

前にのべた2つの学会を通じて見聞したところではそ

のほとんどカミスライドを使っていた1スライドにする

には少たくとも事前に原図をよく作り撮影し準備しな

ければならずこの点だけでもじ峨うぶん用意している

ことがうかがわれる｡私たちの学会はよくあるよう抵

準備不足は見当たら扱かった,

学会に集まった400人あまりの人たちのうちで米国

から参加したのは大学･研究所をのぞけば地質調査所

と石油会社の人たちばかり.であった.石炭関係の人た

ちがほとんど見られなかったということは石炭につい

ての花粉学的な仕事が終わったとみるよりも燃料資源

の変革のためここでも石炭産業が斜陽化しているとみ

た万カ三よいのではないだろうか.研究面においてもま

たその影響カミあらわれていた.v'ろいろなことを見聞

して知識をひろめることも大切だがそうしたことので

きない時は有用な文献をみる外はない.次にそう

した文献のおもなものを紹介しよう.

29.花粉分析に参考となる文献

花粉学における参考図書はかたりあるがまず初心者

向きから順次高級のものへと説明してゆく.

I基本的な図書(まずそろえなければならないもの)

R.P.Wodeh㎝8e,1935,Pon㎝Gr函in8(Mc.Graw

��售���

古典的な教科書として有名花粉学についての歴史花粉

分析の知識花粉の物理化学的性質の説明があるが何と

いってもその重点は現生植物の花粉形の説明にあるく

わしいスケッチなど多く記載調でなく.説明はやさしく

表現してある花粉の術語の説明もある

��倮�灬献����

Kn河t亙aegr貴&JohsI▽eroen,1950,Thetextbook

ofmod①mpoue皿analy8i目(EjnarMmksgaard,

����

花粉分析を中心として書かれているとくに泥炭の花粉

分析がその中心となっているので第四紀の研究者には好

適まとめ方あらわし方などまだ外形による花粉の

大別法などあるが材料が北欧からとられているためわ

が国の研究と比較して考える方がよい

(168P.17日gs.\1,120)

花粉分布図季節的にどんな花粉が飛ノ)でいるかを示す

中国でほんやくさオrした花粉分析の教科轡

(ノ{クロフスカヤ編集)�
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Gim皿蛆趾砒m8n,1954,A皿£皿tro伽｡tiontopo11e皿

慮����桲潮楣慂潴慮楣愬售���

スウェｰデンのエルトマン博士の著した花粉分析の典型的

な教科書内容は花粉の性質花粉分析法花粉の形態

の説明おもな花粉のスケッチ図版などからなるが重点

は花粉の形態の基本的説明におかれている花粉につい

ての術語はおもに同博士の創設になるのでこの本はぜひ

そろえたい(239P.28pls.\2,400)

による)である内容はソ連における花粉学発達の歴史

花粉分析の方法花粉形態の説明などが総括的にまとめら

れている大部のものである(431P.17pls.\8,448)

I.M.Pokro柵k3i8.1950,花粉分析(科学出版社北京

中国)

同上の本の中国語訳(正雄伏他訳)で内容は前記と同じ

である(554P.17pls.\1,720)

G.趾砒man,Po11e苅m㎝pho1ogyandplantt8xo-

����癩��楫���睥�温

1952,A皿gio叩飢m118(AnIntroductiontopoly-

����

1957,Gymmsperm118,pterHo泌y他,趾yophy他

(同上1I)

この2瓜の本は現生植物の花粉を科ごとにまとめスケッ

チによって要点的に解説してある第I巻には約3,000

の花粉が説明されているが普通みられるものは説明の省

略されているものがある第■巻は450の胞子･花粉の

説明があるこの本はある程度花粉の形がわかっている

人が辞典のようにして調べるのに好適で中級向きとも

いえるだろう

({1語11艦:鶏1)

幾瀬まさ,1956,日本植物の花粉(広川書店)

日本に自生している植物の花粉を取り上げているという点

で私たちにもっとも有用であるおよそ3,000種の花粉

を科･層別形態別犬きさ別に表につくり索引できるよ

うになっているので便利であるそのおもなものは草本

類とかん木類である(303P.76pls.\2,500)

岩波洋造,1956,花粉(共立出版)

花粉についての知識をやさしく解説してあるとくに花

粉の生理や花粉病についての話などがのっている著者

は植物生理の専門なのでこうした面が主となっている

一般教養向(110P.11pls.\180)

∬oh8ITe正8en,&J.Troe1回一Smith,1950,Pollenmo正･

fo1ogi繧keae趾itio皿erogty胆e(DanmarksGeolo-

giskeUndersφge1seWR肥kke,Bd.3,Nr.8Denmark)

イバｰセンの花粉分類系の基本説明がのっている花粉

の表面模様の説明などヨｰロッパの花粉学の基礎となっ

ているものなので一見の価値があるただしデンマ

ｰク語(51P.15pls､\1,947)

OlofH.Se11ing,1946-47,St11di闘inHaw8亘ia皿P〇一

11e血8tati8tヨ68(BerniceBishopMus.sp.pub.no.37

㌹售���

Pt1.Tke叩｡re80f舳e肋waiian胱eriao泌･

��

前2.ThePo11emof砒eH3waii8皿Phan帥｡g･

��

pt3.0皿t㎞e1ateQ11a伽r皿aryhi目toryoft允e

HaWai量a皿VegetatiOn

ハワイ諸島に生育している植物の花粉をすべて記載したぼ

う大な研究報告太平洋地域の植物とくに草本類につ

いての花粉形を知るのに好適羊歯植物の胞子もくわし

く取り扱っている

(嚢1鑑11盤)(･冊で判･･…)

徳永重元,1958,本邦炭の花粉学的研究I(地質調

査所報告No.177)

わが国の亜炭と肩炭を材料として花粉分析のやり方を具

体的に解説してある(56P,的1富､)

徳永重元,1963,花粉のゆくえ(実業公報社近刊)

花粉分析を中心として花粉についての分類形態上の特

徴花粉分析のやり方などを解説してある一般教糞向

初学者向(120P.8pls.\3gO)

A｢m刎1aL.POns,1958,LeP011e皿(クセジユ文庫No.

���慮捥�

花粉研究の歴史花粉形態の特徴その他花粉についての知

識などが簡潔に書いてあるフランス語一般教養向

(125P.14句gs.\400)

以上は単行本の類に入る以下にのべるものは研究

報告の1部とはなっているが大部のもので1冊として

じち)うぶん総括的にまとめられているものである.

���歲���愬��������楮����渭

alesduFranceServicedIInformationGξo1ohiquedu

������慮捥�

この本は同名のソ連の研究論文の仏訳(EBolt㎝gagen

花粉分析の代表的征教

科書(デンマｰク)フ

ェグリイバｰセソ共

著�



一20一

次にいわゆるm㎝grapehつまリ図版として参考とな

るものをあげてみよう.もちろんたいていの論文には

図版･写真などがついているがその中でも総合的にた

くさんのものがのっていたりシリｰズとなって系統的

に刊行されているものをあげる1

正【砲11目.J廿rgen正;e11g･,1961,]Leitf8de皿derPo11embe･

目timmun9舳rM批e1㎝m脾皿mda皿9r㎝Z㎝de

Gebie加(GustavFischerVerlag.Stuttgart,W･

��慮�

中都ヨｰロッパに自生する植物の花粉の形態をFaegri&

IVerSenの分類系にしたがって配列しまとめており今

後8冊にわたって続けられるという(第1冊63P.8pls.

ユ961\2,OOO)

Wi1frieaK㎜tz目凶,1962,Atla8d飢mi悦el･皿nO

加n9他rt脆rendi8Peme巫SPoren･㎜ndPolle何一〇〇wie

derMikmPla皿ktonform帥de8n6r汕i6he皿雌itte1-

e凹m脾8(VebDeutscherVerlag.Wisseηschaften

��楮�

中部ヨｰロッパ第三系産の化石花粉･胞子を中心としてそ

の図版を集成したもの完成の際は16冊となる表現

は形態分類名を使ってまとめてある

(第1冊108P.46p!s.\2,850)

最後に現在刊行されているカタログと雑誌をあけ

ておく.

C8t釧｡goffo鵬{1叩｡雌自a皿dρo11e苅(ThePenn.

�汶慮楡却慴敕�癥�楴祕�汁�

世界で刊行されている化万花粉･胞子の図版を複製集成し

たもの現在までに17冊翻訳2冊索引1冊が干O行き

れている(1仙平均\2,500)

PoHonetSpore(Mus6umNationald'則stoireNa.

���攬�慮捥�

パリの自然科学博物館より刊行されvanCa㎜po女史編

集になるもの掲載の内容は世界各地からよせられた

花粉についての論文とくに花粉形態をおもに取り扱った

ものが多い年間2冊現在までに4巻2号まで8冊

が刊行されている(1巻2冊分\2,800)

G胴n8Pa1岬｡1ogic8(Almqvist&Wikse11,Swed㎝)

エルトマン博士編集のもので花粉学におけるもっとも伝

統のある雑誌内容は現生植物･花粉･化石花粉などい

ろいろのものが取扱われておりきわめて多彩である

年間1冊程度現在までに3巻2号まで8冊刊行されて

いる(1冊約\3,000)

約1カ年にわたり掲載してきた“花粉のゆくえ"

も今回をもって終わるがこれを通じ｡て花粉学の研究の

上に何か役立てば私の役目も果たせるというものであ

る.さらに深くすすもうとする方丈は上にあげた基

本的たものを土台として研究をすすめられることを希

望する.(おわり)(筆者は燃料部)

1灘轟灘織綴嬢

第1回空中写真

地質講習会開催

昭和38年4月151ヨから4月29

目まで地質調査所で最初の空

中写真地質講習会が開催された

講師地質部松野久

也1轟閏和男

燃料部鈴木尉

元

繁習指導技術都西村嘉

四郎･磯巾功･

空中写真地質講習会桂島茂

特別講議東京犬学生産技

術研究所丸安隆和教授

講習生地質部鉱床部燃料部物理探査部技術

部支所駐在員事務所計32名

空中写真を地質調査･研究に刹用して最大の効果を挙げる

ためには空中写真の光学的ならびに射影的幾何学的特性写

真測量の原理ならびにその機器に関する知識さらにそれらの

利用隈界を熟知することがとくに必襲であるこのような観

点から本講習会は一般の地質尊門家にもっとも欠けているこ

れらの知識を実習を通じて触解させることを重点として実施

された

地質判読についてはその概説に続いてわが国における適

用条件判読デｰタの数値化油田ならびに石灰石鉱床の判読

について実際の例を中心とした種々の紹介がなされたま

た丸安教授による写真利用の現状と将来における応用面につ

いての特別講議ならぴに航空測量会杜(アジア航空測量K.

K.)の見学が行なわれた

地質ニュｰスNo･10412頁r珪藻｣の項補足

13頁の写真に誤りがある1はCos伽o挑c刎伽'切一

伽肋sでこれのみ拡大率が他の1ん4と8は同じものでB.

伽7伽である

目本で中新統の下半に多産する肋〃〃〃sp.が樺太北

端の珪藻質泥岩層の最下都にも産し〃W12V1ellaCα〃伽

Sheshukova(1962年新属新種)と名づけられている

石油資源KKの小村精一氏は石狩平野で上から舳108〃α'

帥舳肋･St･･h･･･…i･･C･∫.伽㈱Z.,D･｡･i｡｡1.1

Z.,〃加s6〃αcf｡〃ケg〃α一戸閉g〃α〃αPsp.2-Thalassiosi.≡

raZ｡(÷筆者のB8)Cos.卿〃幼伽肋sZ.(÷B,)Cos.≡

C03.31惚伽s-Cos.閉〃功,τ"肋Z.(÷B1)に5分帯してい:

る.Denticu1a属によるカリフォルニアでの分帯がそのま1

ま目本に適用されるものかなお検討すべきであると金谷博≡

士は考えておられる1

抵お表の粧かの種名に誤植がある正しくは〃σ〃物o伽C刎…

～伽舳あ雌8狐∫κ〃",一0〃次ゐ∫6乃舳〃{である1�


